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1. はじめに 

近年、電波は日常生活の中で様々な環境において多様

な用途に使われている。中でもミリ波帯(30－300GHz)にお

ける電波が周波数資源有効活用で注目されている[1]。 

本研究では電波解析ソフトを使用し、60GHz 帯の無線

LAN での使用する電波の伝送路や電波強度を可視化する

ことにより、屋内や屋外などにミリ波帯のアンテナ機器など

を効率的に設置可能になることを行う。 

 

2. レイトレース法による解析 

本研究ではレイトレース法を用いた電波伝搬の解析ソフト

で あ る RapLab[2] を 使 用 し た 。 モ デ ル の 作 成 は

SketchUpPro[3]を使用し、図１に示す拓殖大学常光研究室、

E5 系新幹線電車[4]の 2 つを作成した。 

また解析は送信電力 10mW 及び 250mW の 2 種類とし、

偏波は直線と右回り偏波の 2 種類、偏波角度は 0 度と 90

度の 2 種類をそれぞれ組み合わせたものを行った。 

 

3. 解析結果 

拓殖大学常光研究室のモデルでの解析結果を図 2 と図

3 に示す。送信電力 250mW の時と 10mW を比べると受信

レベルが全体的に約 10dBm 低くなっていることがわかる。

60GHz 帯超高速無線伝送装置(技適取得済み)を用いた

実測データーと比較した場合 1Gbps の通信を維持できる

受信電力と比べると範囲が導ける。 

 

4. まとめ 

送信電力や偏波によって同じ 60GHz 帯でもどこまで有

効に信号の伝送範囲が見込めるかの基礎調査を行った。

様々な環境において伝搬特性の変化が生じる。今後の課

題は屋内や車内だけでなく屋外モデルも作成し解析を行う。 

 
図 1 拓殖大学 常光研究室 解析モデル 

 
  (a)送信電力 250mW 時     (b) 送信電力 10mW 時 

図 2 電界受信レベル解析結果 

 

 
図 3 解析結果グラフ 
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